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各  位  

中部防災推進ネットワークの参画メンバーの皆さま

に、メールマガジン（ 2022 年 12 月号）を配信します。  

※12 月末にご送付する予定でしたが、担当者体調不良の

ため、本日になりました。大幅に遅れてしまい申し訳ご

ざいません。  

※メールマガジンのバックナンバー、これまでの会合の

発表資料等は中部防災推進ネットワークホームページに

掲載しています。  

＜中部防災推進ネットワークホームページ  URL＞  

http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/chububosai-

nw.html 
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１．  本ネットワークの参画団体のご寄稿  
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（１）日本赤十字社  愛知県支部  

～防災・減災について～  

日本赤十字社は、「苦しんでいる人を救いたいという思い

を結集し、いかなる状況下でも、人間の命と健康、尊厳

を守る」という使命に基づき、９つの事業を実施してい

ます。  

http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/chububosai-nw.html
http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/chububosai-nw.html


その中の１つが災害救護事業です。  

地震や台風などの災害等が発生した場合、救護班を派遣

して医療救護活動をするほか、救援物資の配分、こころ

のケア、ボランティア活動等を実施します。  

 

また、災害が起きてからの救護活動だけでなく、平時か

らの防災・減災の普及活動も重要であると考え、様々な

取り組みを実施しています。  

 

例えば、こどもたちが「地震のあとにどんなことが起こ

るのか」を遊びながら学べるすごろく形式の教材を開発

し、学校現場で防災教育事業を実施しています。  

 

また、自治体や企業等に出向き、災害図上訓練（DIG）

や、被災者の経験談を通じて災害を追体験する災害エス

ノグラフィー等の赤十字防災セミナーを実施し、地域コ

ミュニティにおける「自助」と「共助」の力を高めてい

ます。  

 

さらに、災害時に救護班のサポートや避難所での炊き出

し等をする赤十字防災ボランティアの養成も行っていま

す。  

 

過去の災害から得た教訓を踏まえ、将来の大規模災害か

ら人々のいのちを守るため、今後も防災・減災の取り組

みに力を入れてまいります。  

 

〇文責（工藤祐介  日本赤十字社愛知県支部  救護・事

業推進課長）  

 

＜日本赤十字社愛知県支部 URL＞  

https://www.jrc.or.jp/chapter/aichi/  

 

 

 

 

 

 

https://www.jrc.or.jp/chapter/aichi/
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２．本ネットワークの参画団体からのお知らせ  

（防災イベントの予定等）  
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（１）   あいち・なごや強靱化共創センター  

（共催：愛知県、名古屋市、名古屋大学、名古屋商工

会議所、中部経済連合会）  

 

〇イベント名  

 あいち・なごや強靱化共創センターＢＣＰ講習会  

〇開催日時  

 2023 年２月２日（木） 14： 00～ 16： 50 

〇開催場所  

 名古屋大学減災館  １階  減災ホール  

（名古屋市千種区不老町）  

〇概要  

 ＢＣＰ策定中・策定済み企業の皆様を対象に、ＢＣＰを

支える施設強靱化について専門家の解説とともに、コン

サルタントによる習熟度に応じたＢＣＰ策定・ 見直しの

ポイントを解説する講習会を開催します。是非、ご参加

ください。  

 今年度は３年ぶりに会場受講での開催となります。  

〇Web ページ URL 

【詳細はこちら】  

http://www.gensai.nagoya-

u.ac. jp/kyoso/seminar&event.html#BCP_seminar  

【お申込みはこちら】  

 https://www.kyoso-seminar.com/ 

●その他  

 本講習会について、業界団体様から各会員企業様へ積極

的にご周知いただけましたら幸甚です。  

     

チラシが必要な場合、お送りすることも可能ですので、

あいち・なごや強靱化共創センター（電話：052-747-6979、

メール： kyoso@gensai.nagoya-u.ac.jp）までお問合せく

ださい。  

 

 

http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/seminar&event.html#BCP_seminar
http://www.gensai.nagoya-u.ac.jp/kyoso/seminar&event.html#BCP_seminar
https://www.kyoso-seminar.com/


（２）内閣府  

 

〇イベント名  

 防災×テクノロジー官民連携プラットフォーム  

（防テク PF）  第 6 回マッチングセミナー  

〇開催日時  

 ２０２ 3 年２月１０日（金）   

〇開催場所    

 仙台サンプラザ   

https://www.sendai-sunplaza.com/access/  

※オンライン（Zoom）同時開催  

〇概要   

・参加費は無料です  

 ・第１部（セミナー） 10： 00～ 12： 00 

  官民連携事例紹介  日本海溝・千島海溝沿いの巨大地

震への備えなど  

  防テク PF の活用事例の紹介   マッチング事例やモ

デル自治体支援事業の紹介  

 ・第２部（ G7 仙台科学技術大臣会合開催記念  仙台

BOSAI-TECH セミナー） 13： 00～ 14： 30 

  仙台市津波避難広報ドローンの実装事例の紹介  

  先端テクノロジーを防災へ  

－企業間連携促進ピッチ－  

 ・第３部（個別相談会） 15： 00～ 17： 00 

  1 自治体×1 企業の商談による自治体防災課題解決を

目指す「個別相談会」  

〇Web ページ URL 

 ・ 第 ６ 回 マ ッ チ ン グ セ ミ ナ ー  プ レ ス リ リ ー ス ：

https://www.bousai.go.jp/pdf/221216_tec06.pdf  

 ・セミナー参加者募集中！以下 URL からご登録くださ

い。（ 2023 年 2 月 6 日（月） 18:00 まで）  

  https://forms.office.com/r/uL8EhHSSCT  

 ・ マ ッ チ ン グ サ イ ト の 登 録 （ サ イ ト 未 登 録 の 方 ）：

https://www.bosaitech-pf.go.jp/ 

 

 

 

 

https://www.sendai-sunplaza.com/access/
https://www.bousai.go.jp/pdf/221216_tec06.pdf
https://forms.office.com/r/uL8EhHSSCT
https://www.bosaitech-pf.go.jp/
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３．編集後記（事務局・協力団体のひとこと）  
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国土交通省中部地方整備局防災グループの森です。  

 

皆様方には、日頃から、国土交通行政にご理解とご協力

をいただきまして、厚く御礼を申し上げます。  

誠にありがとうございます。  

 

小職は、令和４年４月から現部署に異動になり、南海ト

ラフ地震対策中部圏戦略会議の事務局を始め事務系の防

災業務を担当させていただいております。  

 

専門的に防災業務を担当するのは初めてですので、皆様

には、ご教示をいただいたりご迷惑をおかけしていると

思いますが、引き続き、よろしくお願いします。  

 

南海トラフ地震対策中部圏戦略会議は、南海トラフ地震

等巨大地震に対して総合的かつ広域的視点から国、地方

公共団体、学識経験者、地元経済界が一体となって重点

的・戦略的に取り組む事項を「中部圏地震防災基本戦略」

として策定し、フォローアップをしていくことを目的と

するものです。  

 

同会議は、平成２３年に発足してから１０年以上が経過

しており、巨大地震対策の実効性の向上のため、関係機

関の皆様には１１の連携課題の解決に向けた取組みを実

施していただいており、加えて今年度はタイムラインの

スケジュールどおりの実行の可否等について点検を行っ

ていただきました。  

（参考   

https://www.cbr.mlit.go.jp/senryaku/senryaku.htm）  

 

新しいものが大好物な小職は、これら防災業務を通じて、

学識経験者や行政機関、企業の防災担当の皆様から未知

の知見や事実をご教示いただいたたり、大規模イベント

の準備、HP の掲載作業、YouTube の配信など新たな経

https://www.cbr.mlit.go.jp/senryaku/senryaku.htm


験をさせていただくなど、自然に意識が高揚することが

多くなり、感謝しております。  

 

一方、防災業務を行う上で、小職が重要だと考えて意識

しているのは、不都合な真実（事実）を受け止めるとい

うことであり、これには日々ストレスを感じております。 

 

防災業務では、被害想定や必要な災害体制の不備、災害

対応の失敗などネガティブな情報や事実に囲まれている

ので、楽天的な性格の小職は、軽く見積もらないように

目を背けないようにと常に自己チェックが欠かせません。 

 

皆様が防災業務を行う上で意識していることがありまし

たら、教えてください。  

 

最後になりましたが、中部地方整備局では、災害対応に

おいて、皆様と連携して計画し準備を整え対応するとも

に、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ派遣を始めとする支援等を行っ

てまいります。  

引き続き、ご理解とご協力をお願いします。  

 

（国土交通省  中部地方整備局  防災グループ  

  防災管理官  森  匡）  


